
　10月27日㈪～30日㈭の4日
間、生徒10人、保護者2人、山本
校長はじめ引率教員2人が参加
しました。初日は、熊本空港発桃
園空港行の航空機に搭乗し、到
着後新幹線に乗り換えて台南市
内に移動しました。昼食の機内食
も夕食の台湾料理も大変美味し
くいただきました。2日目は長栄
大学を訪問し、王献章先生の中
国語と英語によるプログラミン
グに関する講義を体験しました。
その後の歓迎会では、副校長の
孫惠民先生をはじめ多くの大学
関係者が出席され、熱烈なお出
迎えを受けました。昼食の餃子弁

当は最高でした。3日目は待ちに
待った台北市内での班別自由行
動です。生徒たちがチャットに
送ってくる観光地でのスナップ
写真は、はち切れんばかりの笑
顔でいっぱいでした。お土産もた
くさん買って、門限までには全員
が無事にホテルに帰着しました。
4日目は、航空機の関係で午前3
時半起床でした。機内食を食べ
ている頃にやっとはっきり目が
覚めました。この4日間の研修で
学んだことを糧に、生徒たちが将
来グローバルリーダーとして社
会に貢献できる人材に成長して
くれることを期待しています！

台湾研修に行ってきました！

宇土中高の今
問宇土中学校・宇土高等学校 ☎(22)0043

10
18 土

「大王のひつぎ実験航海」
20周年記念講演会を開催

　1500年前の石棺輸送（宇土－大阪間）を再現した「大王
のひつぎ実験航海」から20周年を記念した講演会が宇土
市民会館で開催され、120人が参加しました。第１部では、
大阪府高槻市文化財アドバイザーの森田克行さんが「水運
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古墳（高
槻市）の発掘調査成果のほか、現在の福岡県八女市付近で
起こった日本古代史上最大の内乱「磐井の乱」時に、継体

率いるヤマト王権が派遣した討伐軍の推定航路や当時の船
の構造について解説しました。第２部の「古墳時代の船と
石棺輸送」をテーマとしたパネルディスカッションでは、森
田氏のほか、実験航海で航海隊長を務めた下川伸也さん（水
産大学校校長）、実験航海発案者の髙木恭二さん（宇土市
文化財保護審議会委員長）がパネリストとして登壇。古墳
時代の石棺輸送や船の構造、継体大王が葬られた可能性
が高い馬門石製石棺について活発な議論が交わされました。

講演会の様子 展示された資料に見入る来場者

10
19 日 宇土の御獅子舞
　西岡神宮秋季大祭が開催され、尾崎医院駐車場や宇土市役所、
西岡神宮など5か所で舞が披露されました。県指定重要無形民俗
文化財である「宇土の御獅子舞」は、1740年に五穀豊穣と子孫繁
栄などを願って奉納したのが始まりとされています。現在は本
町1丁目の住民を中心とした保存会により継承されています。当
日は、銅

ど

鑼
ら

や太鼓の音に合わせた球振りの子どもと雄雌2頭の迫
力のある舞に、訪れた人たちから大きな拍手が送られました。

西岡神宮で披露された宇土の御獅子舞

10
19 日

鶴城中生徒が
宇土の御獅子舞を披露

　鶴城中の2･3年生の男子生徒14人が、県指定重要無形民俗文化財
である「宇土の御獅子舞」に挑戦しました。今回舞を披露した鶴城
中の生徒は、令和7年9月から総合的な学習の時間を活用し、宇土御
獅子舞保存会の指導のもと稽古に励んできました。10月10日㈮の
学習文化発表会と10月19日㈰の西岡神宮秋季例大祭で舞を披露し、
強くしなやかな舞が観客を魅了しました。鶴城中では、平成29年度
から地域文化の継承を目的に御獅子舞の稽古を続けています。

宇土市民会館駐車場で舞を披露する鶴城中の生徒
不安に思うことやトラブルが生じ
た場合は、早めにご相談ください。
問市消費生活センター　

▼受付日時　平日（木曜日を除く）
　　　　　　午前10時～午後4時

▼場所　宇土市役所別館１階
　☎(23)3251
問消費者ホットライン
　☎188

（70代の相談より）
　スマートフォンで無料の動
画サイトを見ていたら、突然
「登録完了」と表示され、「誤作
動の人はこちらにお電話くだ
さい」と案内が。
　電話をすると「料金50万円
が発生している」と言われ、指
示どおり電子マネーで支払っ
たが、返金はされなかった──。

トラブル防止のポイント
●トラブル防止のポイント
●�「登録完了」「誤作動の人はこち
ら」などの表示が出ても、絶対
に連絡しない！
●�電話やメールでやり取りすると、
さらに個人情報を取られるおそ
れがあります。
●�一度支払ってしまうと、お金を
取り戻すのは非常に困難です。

「登録完了」に注意！ワンクリック請求のトラブル急増中
消費者トラブル注意報
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11
11 火

花園小4年生が
花しょうぶ園で清掃活動

　立岡自然公園の花しょうぶ園で、花園小4年生の児童た
ちが草取りのボランティア活動を実施し、約40分間園内
の草を丁寧に取り除きました。この活動は、かつて園を整
備していた「花園クリエイティブクラブ（上村友男元代表）」
の活動を学ぶ道徳の授業から始まりました。講話を通じ
て地域への思いやボランティアの意義に触れた児童たちは、
「自分たちが守りたい」と清掃を提案。その思いにクラブ
の皆さんも応え、当日一緒に活動しました。活動に参加し
た花園小4年の田原旭さんは、「この公園が綺麗になった
のは、花園クリエイティブクラブの皆さんが10年間花しょ
うぶを育ててきたおかげ。またやりたい」と話しました。

立岡自然公園の花しょうぶ園で清掃活動を行う花園小4年生と花園クリエイティブクラブの元会員

地方創生に向けた取り組みとして
ご寄附いただきました
企業名：熊本交通運輸株式会社
　　　  株式会社　川口不動産
　　　  株式会社　マーブルフェロー
　「誰もが結婚・出産・子育ての希望がかなうまちをつ
くる事業」として多目的市民交流施設整備事業に活
用させていただきます。
企業名：株式会社　三和測量設計社
　「魅力あるしごとをつくり、雇用を創出する事業」
として農水産加工施設整備事業に活用させていただ
きます。

熊本交通運輸株式会社 住永富司代表取締役社長（左）

　宇土市運動公園グラウンドで第24回宇土ジュニ
アサッカー大会が開催され、県内外の小学1年生か
ら3年生までの全78チームが激戦を繰り広げました。
15日㈯に予選が行われ、上位チームは16日㈰の決
勝トーナメントに臨みました。試合中、保護者や観
客から熱い声援が送られ、ファインプレーやゴール
が決まると会場は大きな歓声と拍手に包まれました。

小学3年生の部で優勝した「第2さくらSC U-9」

10
26 日

第40回 宇土大太鼓フェスが
開催されました

　国の重要有形民俗文化財に指定されている「宇土の
雨乞い大太鼓」の伝統を受け継ぐ「第40回宇土大太鼓
フェスティバル」が宇土市運動公園で開催されました。秋晴れのもと、力強く響く太
鼓の音が会場を包み、多くの来場者でにぎわいました。宇土市には、江戸時代から明
治時代にかけて作られた29基の大太鼓が現存しています。このフェスティバルは、
地元有志による実行委員会が中心となって毎年開催しており、市民の皆さんに太鼓
の魅力を身近に感じていただくとともに、貴重な文化の継承を目的としています。

フィナーレの宇土高校和太鼓部「鼓」、太鼓芸能集団「紬衣」、
宇土天響太鼓など出演者による総打ち

11
９ 日

秋季全国火災予防運動出発式及び
消防団非常呼集訓練を実施しました

　消防団の非常呼集訓練を実施しました。この訓練
は、昼夜を問わずいつ発生するか分からない災害に
対処するための訓練です。早朝5時に、各地区分団長
の指揮のもと、消防団員が一斉に火災想定現場に出
動し、ポンプを複数中継し放水を行う訓練を実施し
ました。訓練終了後、宇土市役所正面玄関前駐車場
で秋季全国火災予防運動の出発式が行われ、宇土市
消防団（伊豫孝信団長）が全国統一防火標語「急ぐ日
も 足止め火を止め 準備よし」を市内一円で呼びかけ
ました。

複数のホースをつなげて放水する消防団員

11
11 火 避難所施設の機能を知ろう

　網田コミュニティセンターで「災害時の避難所と
しての機能を確認する会」（網田地区行政区長会主催）
が開かれました。一般社団法人 よか隊ネット熊本の
土黒功司代表が「災害は〝その日〟だけじゃない～日
ごろのつながりが〝その後〟を変える～」の演題で講
演。行政区長ら約40人が耳を傾け、市危機管理課に
よる施設説明を聞きながら調理室などを見学し、か
まどベンチやマンホールトイレの組み立て方を学び
ました。平時は公民館として利用され、災害時は約
100人の収容が可能で、地域住民らの生活をバック
アップします。

かまどベンチの組み立て方を学ぶ参加者

10
21 火

九州電力送配電株式会社が
市内小学校に花の苗を寄贈

　九州電力送配電株式会社宇城配電事業所の平川浩
二所長が市役所を訪れ、花の苗（合計1,260株）を寄
贈されました。この花の苗は地域貢献・美化活動の
一環としての網津小・網田小・宇土東小・鶴城中へ贈
呈されました。また、職業体験の一環として、網田小
学校で、同職員による高所作業車への搭乗体験やド
ローン飛行の見学も実施されました。

前田教育長（左）、九州電力送配電株式会社宇城配電事業所 平川浩二所長（右）

 第24回宇土ジュニア
サッカー大会
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